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研究計画内容 【研究背景】 

若者の離職率が高いことが社会問題になっている。そこで、職場でどのような人間関係を

築けばこの課題を解決できるのかを考える。離職原因の 1 番の理由が人間関係という結

果が報告されている。そこで複数人で過ごす上での人間関係について研究を行った。対象

を数年後に社会人となる大学生にし、グループを形成し、人間関係を構築する中で、若者

はどういったことで幸福または不快感をどの程度感じるのかを調査することで離職問題

解決の糸口を見つけ出したい。具体的には、大学生のグループに属することでの幸福度と

グループの所属意識をアンケート調査を通じて明らかにする。 

【研究内容】 

当研究では大学生が所属する「グループ」を明らかにするために SNS のグループに注目

する。そこからグループの種類や人間関係、親密度を数値化したい。具体的には、①「グ

ループ」という曖昧な言葉では誤解を招く可能性があるため、調査対象には SNS ツール

の LINE 上のグループを想定してもらう。理由は日本国内 20 代の 96％が利用している

ツールであり、ラインで作られているグループは実際に存在するグループと非常に近いと

考えられるからである。さらに、➁アンケートにてグループで過ごす際に、何かしらの自

分が取った、もしくは相手から取られた行動が親密度、幸福度、嫌悪感にどの程度相関が

あるのかを調査する。また、生きる上での知り合いの多さや関わる頻度は、対人上での幸

福感・嫌悪感に相関関係があると考えるため、ラインの登録者数ややりとりの頻度も調査

していく。その上で、③親密度・幸福度・嫌悪感の度合いを 5段階で数値化し、どのよう

なグループに所属することで幸福度が上がるのか、どのような行動や人間関係が重要な役

割を果たしているのか、グループ内の人々やグループ外の人々にどのような差別意識をも

つのか、などについて、回帰分析を用いて研究していく。最終的には、④どのようにすれ

ばより良い関係の構築をできるのかを導き出したい。 

【期待される効果】 

複数人で過ごす際に若者が何を重要にしているのかを知ることで、上司の職場での接し方

の改善に繋がる。また、若者も人と接する上での態度を顧みる機会となるだろう。双方の

意識改革が離職率改善に繋がることが期待される。 
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